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令和になって初めての環境白書を刊行します。四季折々の美しい自然をしっかりと次の
時代へと引き継いでいく、万葉集に詠まれた梅の花のように一人ひとりの花を大きく咲か
せるとの願いも込められているとされています。環境政策を担う決意を新たにしています。

昨年は平成30年7月豪雨や度重なる台風・地震等によって日本各地で甚大な被害が生
じました。災害によって亡くなられた方々に深く哀悼の意を表すとともに、大きな被害を
受けられた方々に心よりお見舞い申し上げます。
また、東日本大震災の発生から8年が経過しました。私は、就任以来、被災地に直接赴
き、自らの目で現状を確認してまいりましたが、福島をはじめとする被災地の復興に向け
た取組はいまだ道半ばです。復興の更なる加速化に向けた取組に全力を尽くすとともに、
復興の新たなステージに向けた未来志向の取組についても進めてまいります。

今後、地球温暖化の進行に伴い、豪雨や猛暑のリスクは更に高まると予測されていま
す。こうした気候変動への対応のため、昨年12月にパリ協定の実施指針が採択されまし
たが、脱炭素社会の実現に向け、我が国が先導的な役割を果たしていく決意です。本年6
月には我が国でG20会合を開催しますが、それに先だって我が国の長期戦略をまとめま
す。長期戦略においては、「地域循環共生圏」の構築を通じて、脱炭素社会の実現を目指
しつつ、地域の活性化も後押ししていきたいと考えています。また、気候変動の影響を回
避・軽減する「適応」の取組も重要であり、昨年成立した気候変動適応法に基づき、各地
域での取組を更に進めてまいります。
また、海洋プラスチックごみによる汚染は、世界的な課題であり、G20会合でも議長
国として、新興国も含めた世界全体での取組の必要性を打ち出し、世界の国々とともに、
海洋プラスチックごみ対策に取り組みます。我が国としては、プラスチック資源循環戦略
をまとめ、この分野でも世界に貢献してまいります。

今年の白書では、「地域循環共生圏」の観点を交えながら、気候変動への適応とプラス
チック資源循環体制の構築に向けた様々な取組を取り上げました。本白書が、多種多様な
「地域循環共生圏」の創造、そして持続可能な未来への一助となることを心から期待して
います。

刊行に当たって

環境大臣
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は　し　が　き
　この白書は、第198回国会に提出された以下に掲げる報告及び文書をまとめたものです。

１　環境基本法第12条の規定に基づく
　　（1）「平成30年度環境の状況」
　　（2）「令和元年度環境の保全に関する施策」

２　循環型社会形成推進基本法第14条の規定に基づく
　　（1）「平成30年度循環型社会の形成の状況」
　　（2）「令和元年度循環型社会の形成に関する施策」

３　生物多様性基本法第10条の規定に基づく
　　（1）「平成30年度生物の多様性の状況」
　　（2）「令和元年度生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策」
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令和元年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書についての
ご意見・ご感想又はお問合せは、下記宛てに御連絡ください。

1ページから138ページまで 環境省大臣官房環境計画課
213ページから298ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線7229）
315ページから354ページまで 　（E-mail：hakusho@env.go.jp）

173ページから212ページまで 環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室
307ページから314ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線7878）

　（E-mail：junkan@env.go.jp）

139ページから172ページまで 環境省自然環境局自然環境計画課生物多様性戦略推進室
299ページから306ページまで 　（電話 03-3581-3351 内線6488）

　（E-mail：NBSAP@env.go.jp）

凡例

◆	 	年（年度）の表記は、原則として西暦を使用し、公的文書の引用等の場合は
和暦を使用しています。

◆	 	「年」とあるものは暦年（1月から12月）を、「年度」とあるものは会計年度
（4月から翌年3月）を指しています。

◆	 	単位の繰上げは、原則として、四捨五入によっています。単位の繰上げにより、
内数の数値の合計と、合計欄の数値が一致しないことがあります。

◆	 	構成比（％）についても、単位の繰上げのため合計が100とならない場合が
あります。

◆	 	本白書に記載した地図は、我が国の領土を網羅的に記したものではありません。

◆	 	原典が外国語で記されている資料については、環境省仮訳が含まれます。
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